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　大都市では、ヒートアイランド現象の進行によって100年間に平均気温が2～3℃上昇し、熱中症が
発生しやすい環境となっている。症状が重くなると生命に危険が及ぶこともあり、猛暑であった2004
年には、熱中症による死亡者数は全国で449件にのぼった。
　熱中症の発症リスクが高まっていることを受け、環境省は、2006年 6月から本格的な予防情報の提
供を始めた。熱中症などに対する注意を促すことを目的に、熱中症患者速報、今日明日の暑さ指数、 暑
さ指数速報および熱中症への対処方法に関する知見などを提供する 「熱中症予防情報サイト」を開設し
ている。特に、暑さ指数 （WBGT：湿球黒球温度）は、人体の熱収支に影響の大きい気温と湿度、 輻
射熱（直射日光による熱エネルギー）の3つを取り入れた指標で、熱中症の危険度を示すことができる。
熱中症は、身近な問題として関心が高まりつつある。
トピックス3　ヒ トーアイランド現象による熱中症の増加傾向
　人間活動により大都市では、100年間に平均気温
が２～３℃上昇しており、ヒートアイランド現象
の進行が顕著となっている。
　ヒートアイランド現象によって、真夏日や熱帯
夜の日数が増加し、気温が 30℃を超える状況が長
時間化している。特に近年は、この影響によって
熱中症が発生しやすい環境となっている。熱中症
は、日最高気温が 29℃、30℃あたりから患者の発
生が見られ、33℃、34℃を越えるあたりから急激
に増加するという集計・解析結果があり、因果関
係が明らかになってきている。ヒートアイランド
現象が顕著な東京都内では、熱中症のため救急車
で搬送された患者数は1984年から増加傾向にある。
熱中症は症状が重くなると生命に危険が及ぶこと
もあり、2004 年は全国で熱中症による死亡者数は
449件あった。ヒートアイランド現象や地球温暖化
の影響として、人体への熱ストレスの増大が指摘
されており、日常生活における熱中症発症のリス
クを高めているといわれている。しかし、熱中症は、
充分に予防が可能である。
　こうした状況の中で、環境省は、熱中症に関す
る情報を強化した。熱中症などに対する注意を促
すことを目的に、熱中症患者速報、今日明日の暑
さ指数、暑さ指数速報および熱中症への対処方法
に関する知見などを提供するため、「熱中症予防情
報サイト」を開設している。特に、暑さ指数（WBGT：
湿球黒球温度）は、人体の熱収支に影響の大きい
気温と湿度、輻射熱（直射日光による熱エネルギー）
の３つを取り入れた指標で、暑熱環境評価として
有効な指標である。この指標は「WBGT指数に基
づく作業者の熱ストレスの評価―暑熱環境」とし
て JIS Z 8504、世界的にも ISO7243 として規格化
されている。2006 年６月からは、独自の湿球黒球
温度計などを設置し、実測値により毎時間の暑さ
指数の速報値も情報提供している。民間気象会社
でも、同様な熱中症予防情報を提供し始めた。
　熱中症は、真夏の日常生活に支障を来たす恐れ
も出てきたため、身近な問題として関心が高まり
つつある。
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